
なお、諸

しており、その「場」や｢機会」の提供が求められている。 問題については青少年問題協議会にて審議する。

・学校PTAの任意加入が明確化され、子ども会加入や地域の活 ・従来の地域活動への影響を見極め、周知方法や新たな活動形

動にも影響する懸念がある。 態を模索する。

・新型コロナウィルス感染対策を行いつつ、安全に事業を実施 ・コロナ感染状況に伴う安全・安心な事業実施について、適切

する必要がある。 な情報提供や相談により、工夫をしながら事業を検討する。

　

　放課後子ども教室・通学合宿については、コロナ禍の影響により中止した。なお、通学合

宿を実施してきた団体も担い手の固定化など事業継続への不安要素もあり、今後の方向性の

Ｃ
検討が必要である。

　保護者や子どものニーズを的確に把握し、内容の改善・充実に努めていく。しかしながら

、放課後子ども教室については空き教室の問題や、地域活動については保護者の就労の増加

↓ 等による児童の生活の変化があり、見直しも必要である。

　児童・青少年の健全育成は大変重要な施策であるが、社会状況や青少年の行動・活動の変化に加え、コロナ感染症の問題もあり、既存の

事業では対応できにくくなっている状況がある。しかしながら、児童・青少年が身近な地域で同世代と遊びを通じて得るものは多く、今後

も、家庭・学校・地域・行政の連携のもと、現事業の整理を含め、新たな事業展開を模索していきたい。 

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 3年 6月23日 作成者名 梶山　浩 評価者名 松山　由紀

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果
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題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち こども健やか部・児童青少年課

02 児童・青少年育成 こども健やか部・児童青少年課

05 児童・青少年の健全育成

　児童・青少年の積極的な社会活動への参加を通じて、社会の一員としての自覚を促し、家庭・学校・地域・行政が一体と

なり、児童・青少年が健全に成長できるようにします。

放課後子ども教室事業　

放課後子ども教室参加児童 参加児童延べ人数
人 11,904 11,050 12,884 11,474 10,888 8,691 0

延べ人数
地区子ども会の加入児童数 地区子ども会の加入総数

人 2,417 2,300 1,952 2,103 1,991 1,730 1,401

通学合宿を実施する団体数 通学合宿を実施する団体数
団体 6 3 3 3 2 2 0

・放課後の子どもたちの遊びや生活の場の確保が必要であり、 ・地域や近隣の高校・大学等にも声掛けを行い、青少年に係わ

青少年の健全育成には、学校、家庭、地域社会の連携が重要で る人材を発掘していく。児童センターやひろばの活用について

ある。近年、青少年の放課後の居場所や体験学習の機会が減少 、青少年へのアピールや活動しやすい環境を整える。
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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01 青少年育成事業　（児童青少年課）
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